優しい心　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　金賞》
大塚中学校３年　佐々木　明音
　私は「未来」とは何なのか、じっくり考えてみました。「未来」とはいつなのか、どこからやってくるのか。じっくり考えてみつけた答えは「未来」とは「今」の積み重ねであること。「未来」は「過去」からやってくること。一秒先も確かに「未来」であって十年後も二十年後もその一秒の積み重ねなのです。
　そこで私は「平和な未来」とは「平和な今」なのではないかと考えました。今をどう生きるかによって未来は大きく変わるのです。
私は今の積み重ねの中で忘れないようにしていることがあります。それは「優しい心」です。どんな嫌な思いをしたときだって絶対に忘れてはならない心だと思っています。優しさを忘れて強がっていると必ず不安になります。不安な気持ちは平和を生みません。
だから私は平和な未来のためにいつも優しい心をけっして忘れません。相手の気持ちを考えた言動を心がけ、いつも感謝の気持ちを持ち続け、笑顔を絶やさず今を生きていきます。何か大きなことは成し遂げられないけれど、今の私が平和な未来をつくると信じて。
平和のつながり　　　　　　　　　　　　《中学生の部　銀賞》
広島中等教育学校１年　新宅　彩乃
私の小学校には、学校内に平和資料館があり、そこに来たお客さんに中を案内したり、平和についてお話をしたりしていました。
　でも、私はそのたびにこの活動が少しでも平和に役立つのだろうか。これをきっかけにだれかの命が助かるのだろうか、ということを考えていました。
　でも、ある日、この思いは平和資料館に来たお客さんのおかげでふっきれました。
そのお客さんは、私が資料館の中を案内していると、その人はすごく真剣に話をきいてくれて、他のお客さんとはちがう、何かを感じました。その方は外国の方だったけれど、案内が終わると、「ありがとう。」と言ってくれて、とてもうれしくて、私はその時、私がこの人を案内したのはむだなんかじゃなくて、ここから平和の大事さが受けつがれていくんだ、と思いました。
　私はこれからも、機会があれば、平和の大事さをいろいろな人に伝えていきたいと思います。
　
これから創る平和な未来　　　　　　　　《中学生の部　銅賞》
東原中学校３年　川越　千聖
　私が広島に来てから一年が過ぎました。平和について考えるのはこれで二度目、はっきりとした答えはまだ出ていません。
　この一年間で原爆の知識は今までと比べられないほど増えました。「八月六日」は忘れてはならない日。しかし、私は恥ずかしいことに今まで八月六日が来ても何も考えないばかりか、原爆のことすら思い出していませんでした。私は、一瞬の利益や幸福のために行動するのは愚かで、絶対してはいけないと考えています。福島と広島、この両県に住んで大切な平和を痛感しました。原発事故での放射能の被害は人間によって生み出されたもの。人が人によって傷つけられ、幸せを奪われないことを平和と呼ぶのだと思います。平和な未来のために、私たちは過去の過ちを忘れてはいけないと思います。
　過去に学び、二度と繰り返さないためには、自分の近くから平和にしなければなりません。みんなが平和を目指し、笑顔の溢れる生活が広がれば、平和な未来も見えてくるはずです。
戦争のない世界を創るために　　　　　　　《中学生の部　銅賞》
中広中学校３年　野中　駿斗
　僕が、この九年間の学習を振り返って一番印象に残っているのは小学校六年生の時に聞いた語り部さんからの話。原子爆弾投下直後の状態です。辺りは焼け野原と化し、かろうじて生きている人のうめき声等が聞こえたとのことでした。その話を聞いて本当に恐ろしかったです。何の予告も無しに一発の爆弾が落とされて、その破壊力は広島を壊滅させ、生存者をも放射線の後遺症で苦しめています。そんな悲劇をもう二度と繰り返してはいけないと強く思いました。
　この悲劇の物語を知って僕にできること、それは「伝える」ことだと思います。今、戦争が終結して長い時を経ています。そして、戦争への恐怖を忘れている人が大多数だと思います。ですが「伝える」ことで戦争への恐怖を芽生えさせてくれれば、戦争は絶対にいけないことと認識できると思います。戦争と聞いて「昔あったことだよね」ではなく、「絶対に繰り返してはいけないよね」となるような世界を「伝える」ことによって創っていけたらと僕は思います。
次世代に引き継ぐ自分たちの役目
安佐中学校２年　玉置　力矢
　昨年、初めて平和公園内にある慰霊碑の子どもボランティアガイドの講座に参加しました。本番のガイドの日まで担当した慰霊碑のことを今まで以上に学び、自分の言葉としてまとめました。
　ガイドとして慰霊碑のことを相手に伝えるということは、分かりやすく、そしてありのままに伝えなければいけません。本番の日、沢山の知らない人が子どもボランティアガイドを、慰霊碑のガイドという事で聞きに来てくれました。目の前の人が一斉に自分の方をむき、練習の何倍もきんちょうしました。みんなの真剣な態度にしっかり応えようとゆっくり大きな声で慰霊碑のガイドをしました。指導してくださったガイドの人もよかったと言ってくれました。
　七十年がたった今、高齢になった被爆者の思いをしっかり自分たちが引き継ぎ、次世代にヒロシマのことを伝えていくとても大切なことだと思います。今後もこのような活動を少しでも続けていきたいと思います。
次の世代へ
祇園中学校３年　土佐岡　萌
　私が平和な未来のためにできることは、被爆者から聞いた戦争の話を次の世代に伝えていくことだと思う。
　私は小学生の時、祖母から戦争の話を聞いた。祖母は田舎に住んでいたため、原子爆弾の被害を直接受けることはなかったという。しかし、原爆が投下された時のきのこ雲が見えた時の風景は今でも覚えているそうだ。その後の黒い雨が降ってきた時は本当に怖かったと話してくれた。今、祖母の家には被爆した親せきの子がしていたはちまきが残っている。焼けたあとが茶色くなっていて、その子の名前も書いてあった。その子は原爆が落とされた数日後に亡くなったそうだ。このような話を祖母は私に一生懸命話してくれた。
　広島に原爆が落とされてから七十年。被爆者がどんどん少なくなっていく中で今でも辛く、悲しい思い出を修学旅行生や外国人、私たちに熱く話してくれる人がいる。その人たちの思いを受け継ぎ、「平和は大切だ。」ということを次の世代へと伝えていくことが私たちにできることであり、使命であると思う。

どんなものでも大切に。
井口中学校１年　野間　楓
　私が平和な未来のために実行していきたいことは「どんなものでも大切にしていくこと」です。広島に原爆が落とされたとき、広島の人々は、友達や家族を多くなくしました。食べ物も失われて生活がとても苦しくなりました。今は、普通な生活です。しかし、食べ物を残したり、友達をからかったりしてしまうから、私は「この人はキライ」と思っている人も、「この食べ物キライ」と思っている物も大切にしていきたいです。
　私は、小学校の頃友達をからかってしまったことがあります。それも、一人を五人でからかってしまいました。私は、その友達をきらいではなかったけれど、ちょっとしたことで、口げんかになってしまいました。平和も同じではないでしょうか。
　私もちょっとした事がきっかけで争い事が起こらないように、どんなものでも大切にしていきたいです。相手が傷つくな、いやがるだろうなということを考えて行動していきたい。未来が今より平和になるように意識して物や家族や友達を大切にしていきたいです。
「平和」とは？
祇園中学校３年　古田　未優
「平和」という言葉は、いろいろなところで使われている。けれど、「平和」とは一体何なのだろうか。「平和な世界」というのは本当におとずれるのだろうか。
　最近、私がよく感じることは、世の中にはさまざまな考えを持った人がいる、ということだ。自分の意思をしっかり持ち、それを貫くことは大切なことだ。でも、それにとらわれすぎると、周りが見えなくなり、自分が一番正しいと思い始める。そして、どんどん道を外れたまま突き進んでしまう。その先にあるのは争いか孤独かのどちらかだと思う。周りの意見に耳を傾けることをやめたとき、不幸が始まるのだと思う。これは世界の大きな戦争でも、私達の間で起こるけんかでも言えることだと思う。だから、私は周囲の人を尊重するところから始めている。冷静になって考えてみると、以前とは全く別の考え方も見えてくる。
　誰もが幼い頃習った「人も自分も大切に」という教えが達成できたとき、「平和」とは何か、分かるようになっているかもしれない。
平和を望んで。そして、信じて未来に
口田中学校３年　佐藤　友香
　今年でヒロシマに原爆が投下されて七十年。その七十年という節目で考える平和とは、何だろうか。
　平和の原点であるヒロシマ。忘れてはならないあの日の出来事を受け継ぐのは私たちだ。ヒロシマで生きる私たちが、未来の平和のためにできること、それは、原爆や戦争の恐ろしさをヒロシマとナガサキを中心に広めていくことだと私は思う。広めていくのは、日本だけでない。世界に広めていくのだ。だが、世界に広めるのは、相当大がかりなことだ。そこで私は、中学校と小学校が一丸となり、平和について考えを深めて、呼びかけやプロジェクトなど平和公園で行うとよいと考えている。ヒロシマ全体の小・中学校が集まれば、日本全国に知られるのも無理ではないだろう。このように、迫力のあるプロジェクトで世界に平和を訴える日がくれば、平和な未来をつくれる第一歩になる。
　七十年たった今も戦争をしているところがあるというのを忘れず、できることを取り組む必要があるのではないだろうか。
日本の未来は変わらない
口田中学校３年　寺山　もも
　「聞いたことを伝える。」私ができる最大のことだ。
　原爆投下から七十年、実際に原爆を体験した方々もだんだん少なくなっている。そして、あと何十年もたてば、原爆の体験者はいなくなってしまうのだろう。十年、二十年後の未来、小中学生の子供達は原爆の恐ろしさを理解しているのだろうか。現時点では、そうは思えない。何十年後、被爆者がいなくなった日本で、原爆の恐ろしさを伝えられるのは、私達しかいない。しかし、それに何十年後に気づいても意味がない。被爆者がいる、今聞いておかねばならないのだ。
　「次の世代へ原爆の恐ろしさを伝える。」そんなに大きく考えなくてもいい。自分の子供に伝えるだけでもいい。一人一人がそうするだけで、日本中の子供は原爆の恐ろしさを知ることができる。その中で平和の大切さを考えられる子供がいれば、これからも日本の平和に対する考え方は変わらない。いつ報われるかは分からないが、私は未来を信じ伝えていきたい。それが私ができる最大のことだ。
二つ目の太陽
口田中学校３年　青山　純菫
　爪の先から自分の皮膚をぶらさげている少女、朝食を食べていたときのまま箸が口にささってしまった姉。これは「ＭＹ　ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ」という絵本の場面の一部だ。これは森本順子さんという方が実際に被爆したときの様子を語ったものである。私が小学校のときに森本さんが実際に学校に来てくださったことがある。その時に描いていただいた絵が死んでしまったお母さんに泣いてすがる子供の絵だった。森本さんは涙を浮かべながら、「みんなひとりぼっちで死んでいった。人間が人間を焼き殺す。二つ目の太陽はもう要らない」という言葉を私達に伝えてくれた。
　私達は実際に被爆者に話を聞くことのできる最後の世代かもしれない。だからしっかりと思いを受け継ぐことが必要である。世界中が仲良くなれば二つ目の太陽が作りだされることはないと思う。私が思う平和な未来、それはこの地球を全部故郷といえる、そんな未来である。
平和な世界をつくるには
祇園中学校３年　山本　真由
戦争の空襲を経験したことがある人や、被爆した人は、高齢者になっていき、原爆のおそろしさを知っている人が少なくなってきました。あの日から、今年で七十年たちます。この七十年間、原爆のおそろしさを伝えてきたのですが、広島に住んでいる私達も、原爆について、知らないことがたくさんあります。
私は、戦争のない世界にするには、広島に今生きる私達が戦争を止めるべきだと思います。被爆者達は、私達にその願いをたくして今まで伝えてきたのだと思います。今度は、私達が、今からの子ども達や世界中の人々に伝える番です。伝える時間が何十年かかっても、戦争がない世界をつくるために、戦争のおそろしさ、原爆のおそろしさをうったえつづけていきたいです。たとえ、伝える人が、自分一人になっても、逃げずに伝えていきたいです。被爆者達の期待をうらぎるようなことは、絶対しません。戦争のない、平和な国のモデルが、日本になるよう、がんばりましょう！！
祖父から聞いた原爆の恐怖
中広中学校３年　原　優季
　私の祖父は原爆を目にしたことがあるそうです。まだ祖父が幼かったときに広島が一瞬で焼け野原になってしまったと聞きました。祖父のいたところはあまり被害はなく、被害のあったところは何所か分からないほど変わり果て人が人ではない様に見えたと言っていました。私には一体どれほどの恐怖を祖父が目にしたのかは分かりませんでしたが、いつもとは話し方の違う祖父を見て普通ではないと悟りました。小学校に入ってから毎年八月には平和学習がありました。被爆者の体験談を聞いたり、実際に平和資料館へ見学もしました。中学校も同様でした。私は祖父が言っていたことが分かり始めてきました。残酷にも人が人の命を奪う、そんなことが七十年前広島に起きていました。資料館では実際の様子の動画や写真を見ることでより一層、深く原爆のことを知りました。怖いと思いました。私は九年間、平和学習をしてきました。祖父の話を聞いて、原爆についてもっと知りたいと思いました。日本人として、広島に生まれた者としてこれからも学んでいきたいです。
歌で伝える
安佐北中学校３年　野　藍
　私の学校では毎年八月六日に平和の集いに参加し、歌を歌います。平和の集いとは、いろんな県の人や留学生が参加し、平和についての歌を歌ったり、劇を行ったり、意見などを発表したりする会です。
　私は今回三回目で、今まで折鶴やクスノキを歌いました。今までは先輩に引っぱってもらっていましたが、今回は私たちが後輩を引っぱっていかないといけない立場になりました。ただ歌うのではなく、歌で何を伝えたいのか考えて歌いたいと思います。
　私は、たくさんの人と平和について交流できるこのような会があって良かったなと思います。いろんな県や外国の人に原爆や戦争の怖さを伝えられるし、また私たち広島の人も忘れないためにもこのような会が続いてほしいです。平和のために私にできることは、広島の人としてたくさんの人々に原爆のことを伝えることだと思います。今回はそれを歌で伝えたいと思います。

伝える
中広中学校３年　山本　範子
私の祖母は、広島に原爆が落ちる前、岡山の「いなぎ」に親せきがいたため疎開していました。祖父は、外国に戦争へ行っていたため、帰ってきたときには「何も無い」。そんな状況でした。祖母は、よく被爆者達の様子を話してくれました。ときには、「もう聞きたくない」と思うことも多くありました。けれど、祖母は涙ながらに話し続けました。今、祖父母はもういません。もっと聞いておけば良かった、と心から思います。きっと祖母も話したくはなかったんだろうと思います。それでも話してくれたのは「伝えていかなければいけない」と考えていたからです。
　今、私の親せきで原爆にあった方は一人だけになってしまいました。「今しかない」、そう思います。今たくさん話を聞くことが私に出来ることです。そして、それらを隠さずに話し、伝えるのも私の役目です。私たちが今普通に暮らせているのも、被爆者が伝えてきたから、「やってはいけない」という思いが芽生えたのです。世界を平和にするために私は伝えていきます。
平和の大切さ
亀山中学校３年　田　裕花
　昭和二十年八月六日、広島が世界で唯一の被爆国になった日。原子爆弾によって失われた多くの命、そして多くの人の苦しみや悲しみを考えました。
　私は小学生の頃、戦争を体験した方のお話で「一回の原子爆弾でたくさんの命や平和が失われた。」という言葉に憤りを感じたのを、今も鮮明に覚えています。放射線による後遺症で苦しみながら亡くなっていった人、熱線による熱さで水を飲みたくても飲むことができなかった人。また、家族や友人も失い、何の罪もない人達の未来が一瞬で奪われてしまいました。
　原爆の悲惨さを多くの人に知ってもらうために、私達は何をすべきでしょうか。それはきっと、私達が知っている原爆の事実を多くの人に、そして次の世代へと語り続けていくことです。どんな些細なことでも平和への第一歩につながってくると思います。
　世界中が戦争や核兵器が存在しない、平和で明るい世の中へと変わっていってほしいです。

伝える
戸坂中学校３年　水本　絵莉香
私は、小さい頃から戦争や平和について学んできました。そして、たくさんの人が苦しんだことを知りました。だから、もう絶対に戦争があってはならないと思っています。そう思わせてくれたのは、祖父でした。
私の祖父は、小学校三年生の時に原爆にあいました。だからある時、私は祖父に原爆が投下された当時のことについて、いくつか祖父に質問をしてみました。しかし、祖父は、あまり多くのことを話してくれませんでした。その時私は「あまり覚えていないのか。」と思っていましたが、後で母に聞いてみたところ、覚えていないから話さない、ではなく、覚えているけど話したくない、ということを知りました。それだけ強く脳裏に焼きついている記憶を私は未来を築いていく子供たちに伝えたいと思いました。だから、もっと時が経って、私が大人になって多くのことを知ってからもう一度、祖父に原爆について聞いて、自分の子供たちに伝えます。そうすることで、平和な未来が作られます。それが、平和な未来のために、私ができることだと思います。
つながりを大切に
安西中学校３年　藤恵　帆乃香
平和な未来のために、私たちにできることは、国際交流だと思います。
例えば、私たちの中学校が取り組んでいる、三年生が学校で使っていた上ぐつを保健美化委員会が、学校からボランティアを集めて、きれいに洗い、発展途上国へ送るといった、レインボープロジェクトです。送った国からは毎年、お礼のメッセージや写真が送られてきます。このような交流のほかにも、実際に外国へ行ってお互いに困っていることを少しでも解決するということをしたらいいと思います。実際に外国へ行くことで、聞いただけでは分からない多くの問題やその国の状況がよく分かるのでよりその国のために役立つと思います。
これらのように、国と国とが助け合って、つながりを大切にすることで、これからの私たちの未来はよりいっそう平和になっていくと思います。平和な未来をつくっていくのは、現代の私たちだという思いを大切に世界中の人々と交流をしていきたいです。
関心を持って
東原中学校３年　川下　真子
「平和の反対は、平和と戦争に対する無関心である」これは、エリ・ヴィーゼル（ノーベル平和賞受賞者）の言葉である。この言葉の反対をいえば平和と戦争に関心があることが平和、ということになる。だとすれば、私は今の世界が平和だとは思えない。
広島の学校では八月六日に登校し、テレビで平和式典をみて黙祷などをする。また、毎年千羽鶴も学校で折っている。そんな私たちは今、平和に関心があると思う。しかし、学校を卒業した大人や、他県の人、他国の人はどうだろう。大人になれば千羽鶴を折る機会は中々ないし、他の国の子どもがわざわざ八月六日に登校し、平和式典をみることもない。今、関心のある私ですら将来ずっと平和に関心を持ち続けることができるか分からない。
今、私たちにできることは、核兵器を世界からなくすことでも、戦争をとめることでもない。平和と戦争に関心を持ち続けることである。私は、これからも平和な未来のために関心を持ち続けていきたい。

私達の使命
瀬野川東中学校３年　曽根　沙也佳
私の生まれ育った広島は、七十年前の八月六日、原子爆弾が投下されました。最近では、被爆者の方々の高齢化が問題視されています。その上、世界では今もなお、核兵器が作られ、ヒロシマの惨状を知らない人が大勢います。
私達は見て見ぬ振りをして、忘れられるヒロシマを眺めていくのでしょうか？私達は、世界中の人々が安心して生きていけるように、一人一人の個性と使命感、全てを使って世界に伝えていくべきではないのでしょうか？方法は何でも良いのです。私達には手があります、足があります、声があります。七十年前のあの日、被爆した方々が伝えられなかった苦しみ、悲しみ、強い思いを訴える手段に、私達はなれます。幼い頃から平和学習で学び、平和な社会への願いを受け継いできました。それを生かすことのできる舞台は、広く、大きいです。
　被爆百年、十四歳の私達は四十四歳になります。その時、世界はどうなっているのでしょうか。それをどうするのかは、私達次第です。
平和の鐘
城山北中学校３年　渡部　由佳
　二〇一五年八月六日午前八時十五分、被爆七十周年を迎える広島の町に平和の鐘が鳴り響きます。
　その平和の鐘の音は、どこまで響いているでしょう。ちゃんと世界に届いているでしょうか。今もなお核兵器を所持している国。戦争をしている国。関係のない人々が巻きこまれ、虐殺されています。
　世界の仲間がお互い傷つけあい、苦しんでいるのに、私達は見てみぬふりをしています。勇気を出して、一歩踏み出しましょう。私達にできることは身近にあります。相手を思いやり、大切にすること。違いを認め合い、尊重すること。私にできることは、小さなことから「実行」することです。みんな一人一人が「実行」したら、小さな力も大きな力になります。

　できることを、たとえ小さなことでも「実行」し続けること。全ての人がそれをできたら、広島で止まっていた鐘の音も、全ての人の心にしっかり鳴り響くことでしょう。
七十年の奇跡
牛田中学校２年　松本　芽以
　「ヒロシマは、七十年間草木は生えないだろう。」と言われて、今年で被爆七十年を迎えました。あの日、八月六日に起こった出来事は形を変えて、今では平和を考える原点となり、多くの人の心を打ち続けています。
　被爆七十年というこの節目の年に、私達広島の中学生は平和について考えます。平和とは、争いをなくすことだけが全てではありません。世界中の人が、「今、この瞬間を生きていることが楽しい。」と思うことが真の平和だと思います。それを実現するために私にできることが二つあります。一つ目は、戦争で苦しんでいた人々の現状を後世の人に伝えていくことです。少しだけでもいい、私が聞いた暗闇の中の悲劇を聞いてもらうだけで、私達が今生きている喜びが分かるはずです。二つ目は、身近な環境から、笑顔を増やしていくことです。明日が待ちどおしいと思える今日をみんなで創っていくことを自分から発信していくことが大切だと思います。
　一人一人が平和を思う心を持つことで、自然と明るい未来が生まれることを祈って。
ヒロシマで学ぶ私にできること
東原中学校２年　守田　夏海
　「平和な未来のために、私にできること」は七十年前ヒロシマで起こった悲劇を知り多くの人に伝えていくことです。七十年という節目を迎え忘れてはいけないはずの八月六日。今もなお多くの人に語り継がれてはいますが、その多くの人があまり重く受け止めていないように感じます。そして原爆の被害を受けた当時の子供でさえ、現在は高齢者と呼ばれる年代になっています。仕方のないことですがますます実体験を語り継げる人は減ってきてしまっています。
　だからこそ多くの人が話をちゃんと受け止め考えていくことが必要になってくると私は思います。被爆者の方の中には、話したくもないという人もいます。そんな中、勇気を出して話してくださる語り手の方がいるおかげで八月六日という日を深く心に留められるのです。そして世界の平和にも必ずつながるはずです。ヒロシマに住んでいる私達がまずは行動していかなければなりません。そのためにも知り、多くの人に伝える。これが「平和な未来のために、私にできること」です。
広島の人間として
東原中学校２年　田中　陽希
　ぼくは、産まれてからずっと広島に住んでいます。幼稚園の時は、折り鶴をたくさん折って平和公園に持って行きました。小学校の時には、ピースキャンドルを作って、八月六日の夕方、平和公園に灯しに持って行きました。原爆資料館には、学校の行事で行ったこともあるし、友達とプライベートで行ったこともあります。これらは全て、ぼくが広島に住んでいるからだと思います。しかし、ぼくは、長崎の原爆投下の事やその他の戦争のことを、全くと言っていいほど知りません。だから、広島や長崎以外に住む子ども達はもっと知らないのかもしれません。本当は、若者がもっと戦争について関心を持たなければいけないと思います。これから、自分が何をどうしたらいいかわかりませんが、広島に住む人間として、原爆投下の事を忘れず、八月六日は原爆について、戦争について深く考える日にしていこうと思っています。その上で、長崎原爆投下のことや、全世界の紛争の事を知り考えていく努力をしていけたらいいと思います。
日本国民としての責任、ヒロシマに生きる人としての責任
瀬野川中学校２年　宮本　大哉
　折り鶴は、世界的な平和のシンボルです。瀬野川中学校の二年生は、一人ひとりが願いを込めて折ったたくさんの折り鶴を、ニューヨークの中学校と交換し合い、国際的交流を果たしました。
　日本とアメリカの中学生同士が交流を果たして、外国の意識も変わりました。お互いの国の生徒が、世界を身近に感じ、理解を深めることができました。
　僕は、たくさんの国同士が理解を深めることで、世界でこの問題を解決することができると思っています。僕たちが行った「折り鶴プロジェクト」のように、皆で心を合わせて交流することで、平和に対する願いがいっそう深まると良いなと思いました。
　僕たちは、世界で最初の原爆による被害を受けた、ヒロシマに生きています。次世代を生きる僕たちが、平和についての考えを積極的に発信し、伝えていくことが、もう一つの僕たちへの「責任」だと思います。
命はみんな同じ命
口田中学校１年　河藤　蒼
　私が考える平和な未来とは、人がおたがいの命を奪い合うことなく、安心して過ごせる社会です。
　七十年前の日本は戦争をしていた、という恐ろしい事実があります。罪のない人達までもが命を失ってしまう悲しい歴史です。けれども、それは今もなくなっていません。世界各地で戦争は続いています。日本でも、ほんのちょっとしたことで腹を立てては人を死においやっています。同じ命なのに、同じように生まれてきたのに、どうしてこのようなことが起こるのでしょうか。人の命を奪うことはいっしゅんでも、人の命を奪ったその手は一生あなたの手なのです。
　だからこそ、広島で育った私達にできることがあります。「おたがいを認め合え」と声を上げ、「その怒りをしずめてくれ」と願い、「七十年前の悲惨な出来事を過去にしないでくれ」と叫ぶのです。そうすることが、将来平和な世界へと導く第一歩だと思います。一人一人が平和であってほしいと願うのです。命はみんな同じ命なのだと。
平和の花カンナに込めた思い
大州中学校１年　樫野　瑠来
私がまだ小学四年生のとき、私の母校では「カンナロードプロジェクト」という取り組みが始まりました。この取り組みは主に高学年が行っているもので、四年生の私はまだくわしいことはよく理解していませんでした。
そして五年生のおわりに六年生による引きつぎ式が行われました。内容は、大州通りにカンナの花を絶やさないで平和に対する思いをしっかりともっていてほしい、ということでした。そもそも「カンナ」とは、原爆投下後七十年は草木が生えないといわれていた広島にたった数週間で咲いた花です。広島の人はこの花に希望や夢、勇気をもらい復興していったのだそうです。そして六年生になった私はカンナや平和にまつわる川柳をつくり、花だんを提供して下さったお店に、グループでかんばんをつくりそこに川柳を書いたシールをはってより多くの人に広がりますようにといのりました。
今でも大州通りには希望の花が咲きほこっています。これから広島を訪れる人達にこの希望の花のことを発信していきたいです。
学校
祇園中学校１年　藤原　彩
私は、友達と楽しく話して、思いきり笑うこの日々が好きだ。今の日本に戦争などない。
でも、今の世界が平和だ、と思えていない人もたくさんいると思う。それは、一人一人理由があると思うが、私はいじめについて考えたいと思う。中学生の私は、中学校が私の世界の半分以上をしめている。その中で、悪口やいじめなどを言われたり、されたりしている人は、ずっと苦しんでいる。誰かに話したくても話せずに、一人で抱えこんで、自殺をしてしまう人だっている。そんな人たちがいるのに、この世界が平和だなんて言えない。誰でも一度はニュースで見た事があると思う、いじめで死んだ人や、いじめられて殺されてしまった人の事。平和な世界を作るには、一人一人がしっかり、人の気持ちに耳を傾ける事が大事だ。だから、自分ばかりじゃなく、目を遠ざけて、きちんと周りを見て、人が傷ついていたら、気付ける事が大事だと思う。
私は、人の気持ちをしっかり考えて、今の日々を大切に生きていきたいと思う。
私の使命
井口中学校１年　生徒
　「あれは本当に恐ろしかった。」これは私が五歳の時に祖父が私に、いつも言っていたことばです。私は何度も聞いていたので、いつも「そんな話はいいから遊ぼうよ。」と言ってあまり本気で聞いていませんでした。
　ある日、祖父は病院に運ばれました。そして、半年後祖父は二度と私と話すことはできなくなりました。「あれは本当に恐ろしかった。」その時私は祖父がなぜ「さようなら。」でも「ありがとう。」でもなくその言葉を口にしたのかよく分かりませんでした。
　そして七年たち十二歳になった私は、もう二度と祖父の話は聞けません。「あの時もっと真剣に聞いていればよかった。」と深く後悔しています。あの時あの言葉を残した祖父はきっと「あれは二度とくり返してはいけない。」と言っていたのだと思います。その思いに気づけなかった私が今できることは何でしょう。これから先あのときの祖父の思いを絶やさないように、この言葉をより多くの人に伝えていくことだ、そう思います。
世界中の平和
中広中学校１年　和田　千礼
　みなさんは、七十年前の八月六日に起こったことを知っていますか。七十年前のあの日、一瞬にして人生を壊され、今でも体や心に深い傷をおったままの人が多くいます。そのような事実があるにも関わらず、今、この瞬間も戦争によって苦しんでいる人がいるのが現状です。
私は以前、県外からきた小学生に、平和記念公園内の碑めぐりガイドをしたことがあります。その時、ガイドをした人全員から言われた言葉にとても驚きました。「広島に来て初めて、八月六日に何があったのかを知りました。」私はこの言葉を思いかえすたび、思うことがあります。
まだ、世界では戦争が多くあり、そのことによって苦しんでいる人がたくさんいます。今の日本は戦争もなく平和ですが、世界中にはまだ平和でない国が多くあります。戦争によって苦しんでいる人を一人でも減らすためには、過去の事実を多くの人が知り、二度と繰り返さない、という強い思いを持つことが大切なのではないでしょうか。

気持ちをつなぐ。
中広中学校１年　﨑間　小晴
　現代の若者はヒロシマに原爆が投下されたというむごい歴史から今年で七十年たった事実を知っているだろうか？中にはきっと知らない人もいるだろう。
　私は父の仕事で色々な県を転々としてきた。実は昔、私も原爆の事実を詳しくは知らなかったが、ヒロシマに来てからは平和学習を積極的に取り組むようになった。
二年前、家族で行った平和記念資料館や原爆ドームでは当時の人々の苦しみや痛みが私の体にも伝わってくるようで、心が針のような物でさされているような痛みがした。私はこの痛み、悲しみ、怒りを次の世代にも伝えていかなければいけないと思った。
平和な未来のために私にできることは、当時の人の家族を失った悲しみ、そして怒りを、次の世代、その次の世代に伝えていくことだと私は思う。それがたとえどんなに小さな声でも、伝えていくことに私はいぎがあると思う。私は大声で人々に語りたい、「平和な社会を築くには、当時の人々の気持ちを伝えていこう！」と。
平和とはなんですか
東原中学校１年　佐舗　香那子
　あなたの考える平和とはなんですか。私は、過去と向きあうことだと思います。
　私は今年初めて広島に来ました。私の中の広島のイメージは過去にとらわれすぎている所と思っていました。そんなある日、テレビでニュースを見ていると、ニュースキャスターの人が、「私達は大きなあやまちをおかしました。その事実を隠蔽することはできません。しかし過去と向きあうことはできます」その言葉を聞いて、私の中の広島に対する考え方が大きく変わりました。未来、つまり今も大切だけど、過去のあやまちと向きあって悪かった点を考えて、反省して次にいかすことができることがいかにすばらしいことかに気がつきました。
　このテレビをきっかけに私の中の平和に対する思いが変わりました。これから私は、社会をひっぱっていく社会人になります。いかにやることが小さなことでも募金などに協力し、平和への思いを大切にする人の一人になりたいと思います。
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